
区ごとのこはん症発生度

夏秋乾燥区    こはん症発生度は
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不知火のこはん症。
褐変も伴っている

中
晩
柑

「不
知
央
」
の
こ
は
ん
一症
は

８
～
‐０
月
の
か
ん
水
で
軽
減
で
き
る

川
端
義
実

温
暖
化
で
増
加
傾
向

こ
は
ん
症
と
は
、
カ
ン
キ
ツ
の
呆
度
の

一

部
が
不
規
則
に
小
さ
く
陥
没
す
る
生
理
障
害

の
総
称
で
す
。
樹
上
に
あ
る
果
実
や
収
穫
後

の
果
実
に
発
生
し
、
時
に
は
褐
変
も
伴

い
ま

す
。
温
州
ミ
カ
ン
よ
リ

ハ
ツ
サ
ク
、
ネ
ー
ブ

ル
、
清
見
な
ど
の
中
晩
柑
で
多
く
発
生
し
ま

す
。
し
か
し
、
発
生
の
要
因
や
仕
組
み
な
ど

は
、
ま
だ
は
つ
き
り
と
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

中
晩
柑
の
不
知
火

（デ
コ
ポ
ン
）
は
、
熊

本
県
の
重
要
な
品
目
の
一
つ
で
す
。
集
中
豪

雨
や
千
ば
つ
な
ど
の
気
象
変
動
が
激
化
す
る

な
か
で
、
不
知
火
で
も
こ
は
ん
症
の
発
生
が
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和
１

●
１１

８
～
１０
月
の
土
壌
水
分
が
大
切

次
に
、
こ
は
ん
症
の
発
生
と
土
壌
水
分
の

関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
試
験
を
行
な
い
ま

し
た
。
不
知
火
を
用
い
て
、
表
の
よ
う
な
３

区
で
栽
培
。
収
穫
２
カ
月
後
の
果
実
の
こ
は

７。

　

６。

５。

４。

３。

２。

１。

こ
は
ん
症
発
生
度

貯
蔵
時
の
発
生
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
近

年
は
樹
上
で
の
発
生
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
不
知
火
に
お
け
る
こ
は
ん
症
の
発

生
要
因
と
対
策
に
つ
い
て
、
私
た
ち
の
研
究

成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

果
実
発
育
期

に

雨
が
少
な
い
と
発
生

こ
は
ん
症
の
発
生
は
年
次
差
が
大
き
く
、

２
０
１
６
年
産
は
１３

。
‐５
年
産
に
比
べ
て
非

常
に
少
な
い
結
果
で
し
た
。
降
水
量
を
比
較

す
る
と
、
１３

・
‐５
年
は
９
～
１０
月

の
降
水
量

が
と
て
も
少
な
く
、
土
壌
水
分
に
よ
る
影
響

が
大
き

い
ヒ
リ
え
ら
れ
ま
す
ぃ

１

た

、

―――

占

―
′
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中

晩

相

計
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Ｉ

Ｆ

は

ス

輛

発
生
数
と
そ

生
育
期
間
中

（８
～
１２
月
）
の
土
壌
水
分
の

推
移
を
そ
れ
ぞ
れ
の
区
で
比
較
し
ま
し
た
。

収
穫
２
カ
片
後
の
こ
は
ん
症
の
発
生
は
、　
¨

夏
秋
乾
燥
区
が
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
秋

冬
乾
燥
区
。
湿
潤
区
は
こ
は
ん
症
の
発
生
が

軽
減
さ
れ
ま
し
た

（図
）。
ま
た
、
夏
秋
乾

燥
区
は
収
穫
後
の
果
皮
水
分
も
少
な
い
傾
向

で
あ
る
こ
と
が
ゎ
か
り
ま
し
た
。
１６
年
は
雨

の
多
発
生
園
と
少
発
生
園
の
園
地

・
樹
体
条

件
の
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

以
下
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

・
乾
燥
し
や
す

い
土
壌

で
、
果
実
発
育
期

（８
～
１０
月
）
の
土
壌
水
分
が
少
な
い
と

多
発
す
る

。
土
壌
水
分
が
多
く
て
も
、
樹
勢
が
低
下
し

て
い
る
園
で
は
発
生
し
や
す
い

・
多
発
生
園
の
樹
の
葉
は
小
さ
く
て
葉
色
が

淡
く
、
葉
中
チ
ッ
ソ
含
量
が
低

い

以
上
の
こ
と
か
ら
、
果
実
発
育
期
の
土
壌

乾
＝

マ
同
体
の
養
水
分
不
足
が
、
こ
は
ん
■

‐′，
■
１
，‐
山
に
１
イ‐
響
＝
Ｉ
ｔ

・
―
―，
―１
１
１

ま
で
の
上
壌
水
分
を
３０
％
以
上
に
高
く
維
持

で
き
た
の
で
、
こ
は
ん
症
の
発
生
が
少
な
か

つ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
８
～
１０
月
の
土
壌
水

分
を
高
く
保

つ
こ
と
で
、
不
知
火
の
こ
は
ん

症
の
発
生
を
軽
減
で
き
る
こ
と
が
ゎ
か
り
ま

し
た
。
こ
の
期
間

の
降
水
量
が
少
な

い
年

は
、
か
ん
水
や
そ
れ
に
併
せ
た
自
黒
マ
ル
チ

な
ど
の
保
水
用
シ
ー
ト
ゃ
敷
き
ワ
ラ
の
活
用

で
こ
は
ん
症
の
発
生
軽
減
を
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
果
実
発
育
期
に
肥
料
が
不
足
し
て

果
皮
が
弱
く
な
る
と
、
こ
は
ん
症
の
発
生
が

助
長
ざ
れ
ま
す
。
と
く
に
９
月
の
初
秋
肥
を

怠
る
と
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
適
切
に
養

水
分
を
吸
収
さ
せ
る
た
め
に
は
、
健
全
な
樹

勢
を
維
持
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
さ
ら

に
、
果
実
の
ポ
リ
ェ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
個
装

に
よ
る
貯
蔵
中
の
過
乾
燥
防
止
や
、
温
度
変

化
を
少
な
く
し
た
結
露
し
に
く
い
貯
蔵
管
理

も
重
要
な
対
策
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
‐

（熊
本
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
一

8～ 12月 に3区に分けて管理

8～ 10月 中旬 10月 中旬～12月

湿潤区

夏秋乾燥区
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